
これからの高齢者の居住空間はどうある
べきか。地域を活かした展開を考える！

地域を支える拠点と施設空間づくり非公開ワークショップ

第１回

※CPD制度対象予定

高齢者の施設は、以前は特殊な施設
だったかもしれませんが、進みつつあ
る高齢化の中で、いまや普遍的、日常
的に生活を支える施設となりつつあり
ます。
超高齢社会における生活環境づくり
には、多様な人がともに生きるための
住宅、施設、まちづくりの総合的な戦
略が必要となります。地域に住み続け
るためには、心身がどんな状況であっ
てもどんなに変化しても排除されるこ
となく生き抜くことができるような、
多様な人を受け入れられる社会づくり
が求められています。これを高齢者施
設だけに頼らずに地域を活かした方策
はどのようなものが考えられるのか。
介護が必要となった人でも、共に生き
るためにどのような環境が求められて
いるか、参加者と共に考えてみたい。

日時：2018年
7月13日(金)

13：30～17：00

【コーディネータ】大原 一興 氏

横浜国立大学大学院都市イノベーション
研究院教授、工学博士、一級建築士

専門分野は都市計画・建築計画、環境老年学、

博物館学。現在の研究課題は保健医療福祉計画
に関する研究、高齢者の生活環境に関する研究
他。

場所
DAIKEN AKIHABARA TECHNICAL SPACE
DAIKEN 秋葉原テクニカルスペース

住所
〒101-8950 東京都千代田区外神田三丁目12番8号
住友不動産秋葉原ビル3F

主催 特定非営利活動法人NPO環境持続建築

共催 大建工業株式会社

【講師】加藤 忠相 氏

(株)あおいけあ 代表取締役

大学卒業後に横浜の特別養護老人ホームに就職。
介護現場の現実にショックを受け、3年後に退職。
25歳で「(株)あおいけあ」を設立。
「グループホーム結」「デイサービスいどばた」の
営業をはじめる。その後、小規模多機能型居宅
介護「おたがいさん」を開始。

【講師】山崎 敏 氏

(株)トシ・ヤマサキまちづくり総合研究所代表、
立教大学、神奈川県立保健福祉大学などで
非常勤講師、修士(工学)、一級建築士

調査研究を通じて医療福祉施設の設計運営コン
サルタント、日本医療福祉建築協会監事、厚生労
働省、財務省、文部科学省、港区、中野区、杉並
区等各種委員会委員、国土交通省大学講師など
歴任。「2025年、高齢者が難民になる日」日経プ
レミアシリーズ 小黒一正編者・共著



｜非公開限定ワークショップ開催のご案内｜

開催日時 2018年7月13日(金) 13:30～17:00（受付開始13：00）
〒101-8950東京都千代田区外神田三丁目12番8号住友不動産秋葉原ビル3F

プログラム

13：00～ 受付開始

13：30～13：35 開会・あいさつ 佐々木勝年氏

13：35～14：00 講演 「高齢者施設の最近の動向地域化の流れから」 大原一興氏

14：00～14：40 講演 「地域によって異なる超高齢社会のまちづくり」 山崎敏氏

14：40～14：50 休憩

14：50～15：30 講演 「小規模多機能施設の運営と空間づくり（仮題）」 加藤忠相氏

15：30～16：40 パネルディスカッション（出席者全員参加の意見交流）

16：40～17：00 プレゼンテーション 大建工業

申込み方法

■対象 事業主、設計事務所など
■参加者 限定10名
※ご参加できなくなった場合は担当者へ直接ご連絡下さい。

※ご提供いただきました個人情報については、本ワークショップへのご参加の確認ならびに今後のセミナー等
へのご案内以外に利用することはありません。



地域ぐるみで育てる
子ども生活空間

地域を支える拠点と施設空間づくり非公開ワークショップ

第２回

※CPD制度対象予定

少子化、高齢化、生産人口の縮小
という背景の中で、幼稚園・保育施
設、高齢者施設、医療施設の現代的
価値、教育空間や生活空間の在り方
が改めて問われていることから、こ
れら地域に根ざした3つの施設につい
て、建築計画の方向性と開発事例を
検討する連続ワークショップを開催
することにいたしました。
ワークショップでは、施設の事業

主や設計事務所等を対象に、学識経
験者の建築計画論からみた課題説明、
これらの施設を得意とする設計事務
所より設計事例を解説すると共に、
コーディネータの司会の下に、講師
やコメンテータ、ワークショップの
参加者による対話やQ&Aを行い、問題
点を整理し、具体的で役に立つ情報
や技術を紹介いたします。

日時：2018年
8月29日(水)
13：30～16：35

場所
DAIKEN AKIHABARA TECHNICAL SPACE
DAIKEN 秋葉原テクニカルスペース

住所 〒101-8950 東京都千代田区外神田三丁目12番8号
住友不動産秋葉原ビル3F

主催 特定非営利活動法人NPO環境持続建築

共催 大建工業株式会社

【コメンテータ】

【講師】 藤木 隆男 氏

【コーディネータ】

藤木隆男建築研究所 主催
東京都立大学建築学科卒業、一級建築士

山形生まれ。坂倉建築研究所を経て、藤木隆男
建築研究所を設立。主な作品『東京サレジオ学
園』（吉田五十八賞）、 『育英学院サレジオ小
中学校』（日本建築学会作品選奨）、 『末広保
育園』 （公共建築賞）、 『宮城県立がんセン
ター緩和ケア病棟』 （医療福祉建築賞）

、一級建築士

、一級建築士



｜非公開限定ワークショップ開催のご案内｜

開催日時 2018年8月29日(水) 13:30～16:35
〒101-8950東京都千代田区外神田三丁目12番8号住友不動産秋葉原ビル3F

プログラム

13：00～ 受付開始

13：30～13：35 開会・あいさつ 佐々木勝年氏

13：35～14：15 「幼稚園・保育園の今後の課題（仮題）」 定行まり子氏

14：15～14：55 「幼保施設の設計事例から」 藤木隆男氏

14：55～15：05 休憩

15：05～16：15 パネルディスカッション（出席者全員参加の意見交流）

16：15～16：35 プレゼンテーション 大建工業

申込み方法
■対象 事業主、設計事務所など
■参加者 限定10名（１社１名限定）
※ご参加できなくなった場合は担当者へ直接ご連絡下さい。
※ご提供いただきました個人情報については、本ワークショップへのご参加の確認ならびに今後のセ
ミナー等へのご案内以外に利用することはありません。

住友不動産秋葉原ビル3F

DAIKEN秋葉原
セミナースペース

(B1・1F・2Fは、イベントホール
「ベルサール秋葉原」)
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